































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 1  『第15回　師籍50周年記念　佐藤太圭子の会』公演パンフレット、2012年、より転載。
図 7   横浜能楽堂特別展『琉球の織と染─人間国宝二人展─宮平初子・玉那覇有公』図録、
2015年、より転載。













図 4　 「諸屯」真境名律弘　型紙：城間栄喜、紅型：城間栄順（写真：個人蔵） 
舞踊家の動きに合わせ、一領の紅型衣裳が、様々に表情（模様）を変える。





























図 9　 「柳」玉城節子　 
紅型：知念貞夫 
（写真提供：沖縄タイム
ス社）
図11　 伊是名村有形文化財　名嘉家
伝来「絹黄色地花鳥紋様衣裳
（部分）」（写真：個人蔵）
神職「阿母加那志」（真世仁
金）が琉球国王尚円王から
拝領した衣裳には、鳳凰紋
などの刺繍が施される。し
かし、琉球王国時代、刺繍
は発達をみなかった。
―　307　―
図12　 「王子婦人大礼服并通常服
の図（部分）」
第二尚氏時代、19世紀、
東京国立博物館蔵
図14　 金武町指定文化財 
「白地に五色鱗模様木
綿紅型の単馬乗袴」 
（撮影筆者）
図16　 伊
い ぜ な
是名村勢
じっ
理
ちゃ く
客／イルチャヨー祭 
旧暦 8月11日、（写真提供：勢理客公民館） 
芭蕉布や琉球絣衣裳のなか、弥勒のみが紅
型を着ける。
図13　 「首里之士族通常服の図（部分）」
第二尚氏時代、19世紀、東京国立
博物館蔵 
図12、13ともに、明治18年 5月20
日沖縄県より購入の絵画
図15　 組踊「銘苅子」　天女／宮城能鳳、銘苅子／二代目親泊
興照　（写真提供：横浜能楽堂、写真撮影：神田佳明）
「赤地龍瑞雲嶮山文様繻珍唐衣裳」など中国産織物模
様に倣ったかのような紅型の意匠。国宝「黄色地鳳
凰蝙蝠宝尽青海波立波文様紅型綾袷衣裳」に典拠し
た踊衣裳である。
図17　 「卵色地石畳地菊模様紅型踊衣裳」 
玉城千枝所蔵、紅型：藤村玲子 
（撮影筆者）
